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2024.12.4 緊急院内集会 「下げるな！上げろ！生活保護基準」

基調報告（今、なにが問題か？）

いのちのとりで裁判全国アクション

事務局長 弁護士 小久保 哲郎
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相次ぐ生活保護基準の引下げ
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2012年12月 自民党の選挙公約
→2013年～ 保護基準1割（最大）削減
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いのちのとりで裁判の到達点

・これまでに、33（地裁29、高裁4）の判決があり、原告側が
19勝14敗（地裁は18勝11敗、高裁は1勝3敗）と勝ち越し。

・特に、熊本地裁（2022年5月）以降の地裁では17勝3敗と圧勝。

・最前線の舞台は最高裁へ（4訴訟が第三小法廷・宇賀克也裁判長に係属）
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2023年11月30日 名古屋高裁 逆転完全勝訴

国に「少なくとも重大な過失が
ある」

「生活扶助費の減額分だけさ
らに余裕のない生活を、長期
間に渡り強いられてきた」

☛慰謝料の支払いまで命じる
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社会保障審議会・生活保護基準部会
２０２２年（令和４年）１２月６日付け報告書

・２０１９年（令和元年）の第1・十分位層（所得下位１０％）
の生活水準と生活扶助基準を比較検証

・都市部（1級地の１）では９類型中７類型で引下げ

・特に、５５．４％を占める高齢者世帯が大幅な引下げ

・母子世帯や若年単身世帯も引下げ
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いっこうに止まらない異常な物価高
２０２４年１０月分消費者物価指数（１１月２２日発表、２０２０年＝１００）
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総合
９．５％

食料
２０．４％

生鮮食品
２７．６％

光熱・水道
１１．１％
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とても生活保護基準を引き下げられる
ような「社会経済情勢」ではない。

ところが・・・・
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本当は１３％超
本当は９％超
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